
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

平成 25 年２月行政報告
知っ得情報
まちの話題
生活と環境
安全通信
健康ライフ
まなびの部屋
瀬戸内発見伝
くらしの情報
みんなの広場

２
６
１０
１２
１３
１４
１６
１７
１８
２２

などを再利用し会員が1年をかけて準備したつり下げびなや、段飾り、くる
み絵、羽子板などが所狭しと飾られました。和紙でひな人形を作るコーナー
も設けられ、参加者は気に入った柄の和紙を選んで作品を作っていました。

２月 24 日、リサイ
クルプラザ・おく（邑
久町尾張）でおひな
さまフェスタが開催
されました。瀬戸内
市消費生活問題研究
協議会邑久グループ
が毎年開催している
もので、今年で3回
目。会場には、着物

４
平成 25（2013）年
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務
所
か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
規
模
の

搬
入
土
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

上
半
期
に
は
覆
土
が
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。

　

今
後
は
一
日
も
早
い
適
正
廃
止

の
完
了
に
向
け
て
、
県
へ
の
申
請

手
続
き
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
錦

※

海
塩
田
跡
地
活
用
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

９
月
か
ら
「
瀬
戸
内K

irei

未
来

創
り
連
合
体
」
に
、
そ
の
策
定
業

務
を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
策
定

後
の
跡
地
活
用
事
業
の
実
施
を
見

据
え
て
、
連
合
体
と
打
ち
合
わ
せ

お
よ
び
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
ま

す
。
今
後
も
連
合
体
と
緊
密
に
連

携
を
取
り
な
が
ら
３
月
末
の
完
成

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
状
況

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
実
証
運
行

を
実
施
し
て
い
る
瀬
戸
内
市
デ
マ

ン
ド
バ
ス「
モ
ー
モ
ー
バ
ス
」は
、

１
月
末
現
在
、利
用
登
録
者
数
１
、

２
４
５
人
、利
用
者
数（
実
員
）２
、

１
４
７
人
、
１
日
平
均
10
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
約
件

数
（
運
行
回
数
）
は
４
、０
４
６

　
は
じ
め
に

　　

平
成
16
年
に
３
町
が
合
併
し
て

以
来
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
現
在

で
は
、
過
去
最
高
レ
ベ
ル
と
な
る

基
金
残
高
の
保
有
や
実

※

質
公
債
費

比
率
の
低
下
な
ど
、
一
定
の
財
政

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
瀬
戸
内
市
誕
生
か
ら
９
年

を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
長
年
の
夢
・
願
い
を
乗

せ
て
瀬
戸
内
市
は
新
た
な
飛
躍
の

時
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

機
構
改
革

　

平
成
25
年
度
か
ら
の
市
の
機
構

に
つ
い
て
、
現
在
の
総
務
部
地
域

安
全
推
進
室
を
危
機
管
理
部
危
機

管
理
課
と
し
、
危
機
管
理
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
、
将
来
の
発
展
の
た
め
に
投
資

す
べ
き
時
期
と
考
え
、
重
点
的
に

取
り
組
む
事
業
を
選
別
し
た
予
算

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
・
26
年
度
に
投
資
的
事

業
が
集
中
す
る
た
め
、
平
成
25

年
度
で
は
一
般
会
計
予
算
額
が

１
５
８
億
７
、３
６
８
万
円
（
前

年
比
８・９
％
、
12
億
９
、９
０
１

万
円
の
増
）
と
な
り
、
合
併
後
の

当
初
予
算
と
し
て
は
最
大
の
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
分
譲
宅
地
の
販
売
状
況

　

市
分
譲
宅
地
に
つ
い
て
は
、
２

月
４
日
現
在
で
オ
リ
ー
ブ
団
地
牛

窓
が
９
区
画
、
東
町
ひ
ま
わ
り
団

地
が
１
区
画
、
牛
窓
西
浜
団
地
が

２
区
画
の
合
計
12
区
画
の
販
売
が

成
立
し
、
商
談
中
が
１
件
で
す
。

　

残
区
画
数
は
、
オ
リ
ー
ブ
団
地

牛
窓
が
18
区
画
、
東
町
ひ
ま
わ
り

団
地
８
区
画
、
牛
窓
西
浜
団
地
12

回
、
１
日
平
均
19
回
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
聞
き

取
り
調
査
の
結
果
や
寄
せ
ら
れ
た

要
望
な
ど
を
基
に
、
生
活
交
通
シ

ス
テ
ム
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
改
善
案
を
検
討
し
、
平
成
24

年
12
月
18
日
開
催
の
地
域
公
共
交

通
会
議
で
提
示
し
、
承
認
を
得
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
２
月
１
日
か

ら
は
、
利
用
１
時
間
前
ま
で
の
予

約
を
30
分
前
ま
で
に
短
縮
し
、
予

約
受
付
時
間
を
午
前
８
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
を
午
前
７
時
30
分
か

ら
午
後
４
時
ま
で
に
変
更
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
12

月
18
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
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平
成
25
年
２
月
定
例
議
会
が
２
月
22
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
利
用
促
進
の
た
め
、
公

民
館
講
座
や
集
会
な
ど
の
機
会
を

捉
え
て
広
報
活
動
を
展
開
し
、
引

き
続
き
改
善
な
ど
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
長
船
町
美
和
地
区
の
生
活
交
通

を
考
え
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査（
聞
き
取
り
調
査
）を
実
施
し
、

邑
久
町
玉
津
地
区
、
裳
掛
地
区
な

ど
に
つ
い
て
も
課
題
解
決
の
た
め

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
外
部
委
託

　

こ
れ
ま
で
直
営
で
行
っ
て
き
た

地

※

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
法
人

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
小
地
域

福
祉
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民

活
動
団
体
、
福
祉
関
係
団
体
な
ど

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
を
培
っ

て
お
り
、
よ
り
地
域
に
根
ざ
し
た

福
祉
活
動
が
期
待
で
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設

　

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

用
語
の
解
説
・
備
考

実
質
公
債
費
比
率

　

公
営
企
業
会
計
の
公
債
費
に

あ
た
る
繰
出
部
分
な
ど
を
加
え

た
実
質
的
な
元
利
償
還
金
の
水

準
を
測
る
指
標
。
資
金
繰
り
の

危
険
度
を
示
す
。

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

医
療
機
関
や
福
祉
機
関
な
ど

の
関
係
機
関
が
連
携
を
図
る
仕

組
み
を
つ
く
り
、
保
健
、
福
祉

な
ど
の
制
度
の
隙
間
や
行
政
の

縦
割
り
の
弊
害
を
改
善
し
、
市

民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
健
や

か
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
設
の

瀬
戸
内
市
民
病
院
に
設
置
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

設
置
す
る
場
所
は
、
新
病
院

が
開
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
現
病

院
な
ど
と
連
携
を
と
り
や
す
い

瀬

※

戸
内
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
と
す
る
。

瀬
戸
内
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

旧
邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
邑
久
町
山
田
庄
）。
瀬
戸

内
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
本
所

が
あ
り
、
同
協
議
会
が
所
有
す

る
施
設
。
４
月
か
ら
は
、
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場

所
に
も
な
っ
て
い
る
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
計
画

　

錦
海
塩
田
跡
地
の
利
用
方
針

や
事
業
手
法
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
計
画
。

　

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
基
本
構

想
に
掲
げ
る
「
市
民
の
安
全
安

心
」
を
前
提
と
し
た
「
地
域
の

活
性
化
」「
環
境
の
保
全
」「
文

化
の
振
興
」
と
い
う
３
つ
の
基

本
理
念
を
柱
と
す
る
将
来
像
等

を
達
成
す
る
た
め
、
跡
地
周
辺

も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
市
と
連

合
体
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い

て
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業
を

進
め
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

に
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
事
業
や
高
齢
者
虐
待
防
止

な
ど
の
権
利
擁
護
事
業
、
各
種

相
談
・
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

総合窓口が設置される市役所本庁１階

区
画
の
合
計
38
区
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
東
京
と
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
主
催
の

「
晴
れ
の
国
相
談
デ
ス
ク
」
に
参

加
し
、
移
住
希
望
者
な
ど
を
対
象

に
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

モーモーバスの予約受付

を
目
的
と
し
て
、
複
数
課
に
ま
た

が
っ
て
い
る
各
種
証
明
業
務
、
邑

久
分
室
の
各
種
申
請
業
務
、
庁
舎

内
の
案
内
業
務
を
１
カ
所
の
窓
口

で
行
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
し
、
現
在
の
市
民
課
を
母

体
と
し
た
総
合
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
生
活
を
地
域

社
会
で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
窓
口
と
し
て
、
保
健
福

祉
部
に
ト

※

ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
（
介
護
）
サ
ー
ビ
ス
の
一
体

瀬戸内市総合福祉センター（旧邑久町総合福祉センター）

的
、
効
率
的
な
提
供
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
下
水
道
の
３
課

を
１
課
に
統
合
し
、
人
事
面
、
業

務
面
、
経
営
面
で
の
効
率
化
、
ス

リ
ム
化
を
図
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
当
初
予
算
（
案
）

　

当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
構
築
を
考
慮

し
、
併
せ
て
今
ま
で
最
善
の
努

力
を
し
て
切
り
詰
め
て
き
た
財
源

上空から見たオリーブ団地牛窓

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

適
正
廃
止
に
向
け
た
覆
土
に

つ
い
て
、
２
月
13
日
現
在
で

３
５
、０
３
６
立
方
㍍
の
搬
入
の

許
可
を
出
し
て
お
り
、
平
成
24
年

度
末
で
約
85
％
（
５
９
、３
０
０

立
方
㍍
）
の
達
成
率
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
は
岡
山
河
川
事
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特
※

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
地

域
と
し
て
い
る
裳
掛
地
域
の
中

で
、
療
養
所
の
地
域
開
放
を
目
指

す
国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園
内

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
誘
致

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
規
模
は
、
50
床

と
シ

※

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
で
、
設

置・運
営
す
る
事
業
者
は
、
約
３
、

８
０
０
平
方
㍍
の
土
地
を
国
か
ら

借
り
て
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

　

２
月
14
日
に
公
募
説
明
会
を
終

え
、
３
月
21
日
に
選
定
委
員
会
を

開
催
し
て
、
３
月
下
旬
に
市
が
事

業
者
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

建
設
着
工
の
予
定
で
す
。
現
在
は

開
発
許
可
な
ど
を
申
請
し
て
お

り
、
審
査
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共

用
の
車
庫
棟
な
ど
の
取
り
壊
し
後

は
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行
う

予
定
で
す
。
遅
く
と
も
６
月
上
旬

ま
で
に
は
調
査
を
終
了
し
、
そ
の

後
造
成
工
事
お
よ
び
本
体
建
設

へ
と
進
む
予
定
で
す
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　

平
成
24
年
10
月
に
引
き
続
き
、

平
成
25
年
１
月
に
平

※
成　

年
度
第

３
回
目
の
ご
み
減
量
強
化
月
間
と

称
し
、
約
７
０
０
人
の
市
民
を
対

象
に
集
中
的
に
ご
み
減
量
の
啓
発

を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
も
平
成
24
年
度

で
最
終
年
度
と
な
り
、
直
近
の
減

量
率
は
、
７
・
０
％
（
平
成
25
年

１
月
実
績
）
で
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
に
つ
い
て

も
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
意

識
を
培
う
と
い
う
趣
旨
は
今
後
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
息
の
長

い
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
、
ご
み

減
量
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

身
体
、
精
神
上
の
障
害
の
た

め
常
に
介
護
が
必
要
で
、
家
で

の
介
護
が
困
難
な
人
が
対
象
と

な
る
介
護
保
険
施
設
。
国
、
地

方
公
共
団
体
、
社
会
福
祉
法
人

が
設
置
し
、
運
営
を
行
う
。

　

要
介
護
度
１
〜
５
の
人
が
利

用
で
き
、
食
事
、
排
せ
つ
、
入

浴
な
ど
日
常
生
活
の
介
助
や
健

康
管
理
を
受
け
ら
れ
る
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

介
護
保
険
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
、
利
用
者
が
施
設
に
出

向
い
て
利
用
す
る
居
宅
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
。

　

施
設
な
ど
に
短
期
間
入
所
し

て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
世
話

や
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け
る
。

平
成
24
年
度
第
３
回
目
の
ご

み
減
量
強
化
月
間

　

平
成
25
年
１
月
。
こ
の
期
間

中
に
市
と
瀬
戸
内
市
消
費
生
活

問
題
研
究
協
議
会
が
、
市
内
の

Ｊ
Ｒ
の
駅
前
や
商
店
前
で
、
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、

ご
み
減
量
の
た
め
の
啓
発
活
動

を
行
っ
た
。

　

第
１
回
目
は
平
成
24
年
５
月

に
、
第
２
回
目
は
平
成
24
年
10

月
に
行
っ
て
い
る
。

５
７
９
人
を
搬
送
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
前
年
よ
り
69
件
、
72
人

増
加
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
平
成
24
年
中
は
６
件
の

行
方
不
明
者
の
捜
索
依
頼
が
あ

り
、
消
防
団
員
も
出
動
し
て
行
方

不
明
者
の
捜
索
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
高
齢
化
が
進
展
し
、

行
方
不
明
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
捜
索
活
動
に
対
す
る
支

援
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

玉
津
小
学
校
の
統
廃
合

　

玉

※

津
小
学
校
は
４
月
１
日
に
邑

久
小
学
校
に
統
合
す
る
た
め
、
交

流
学
習
の
実
施
や
路
線
バ
ス
の
体

験
な
ど
に
よ
り
、
児
童
の
不
安
解

　

１
月
９
日
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
共

和
国
駐
日
大
使
が
備
前
長
船
刀
剣

博
物
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
博
物
館
レ
ベ
ル
で
情
報

交
換
を
行
い
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
日
本
刀
の
保
管
技
術
、

日
本
刀
文
化
、
備
前
長
船
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
整
備

　

平
成
23
年
５
月
の
「
新
瀬
戸
内

市
立
図
書
館
整
備
基
本
構
想
」
の

公
表
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

図
書
館
整
備
に
つ
い
て
の
意
見
を

聞
く
「
と
し
ょ
か
ん
未
来
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
７
回
、
延
べ
10
回

に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
16
日
の
特
別
編
で
は
、
図

書
館
情
報
大
学
名
誉
教
授
の
竹

内
悊さ
と
る

氏
に
よ
る
基
調
講
演
を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
も
実
施
し
ま
し
た
。

美
術
館
の
特
別
展

　

開
館
３
周
年
を
迎
え
る
美
術
館

で
は
、
平
成
25
年
度
の
特
別
展
と

し
て
、
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
言
葉

で
多
く
の
人
に
勇
気
と
感
動
を
与

え
て
い
る
、
１
０
０
歳
の
詩
人
で

１
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
柴
田
ト
ヨ

さ
ん
の
心
温
ま
る
詩
を
各
界
の
著

名
人
が
書
い
た
作
品
な
ど
を
展
示

す
る
柴
田
ト
ヨ「
く
じ
け
な
い
で
」

展
を
４
月
12
日
か
ら
５
月
26
日
に

か
け
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

玉
津
小
学
校

　

邑
久
町
尻
海
に
あ
っ
た
小
学

校
。
平
成
24
年
度
は
、
１
年
生

３
人
、
２
年
生
８
人
、
３
年
生

３
人
、
４
年
生
６
人
、
５
年
生

５
人
、
６
年
生
６
人
の
合
計
児

童
数
31
人
。
３
・
４
年
生
、
５
・

６
年
生
は
複
式
学
級
だ
っ
た
。

加
配
教
員

　

公
立
学
校
の
教
員
定
数
に
上

乗
せ
し
て
文
部
科
学
省
が
配
置

す
る
教
員
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

　

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
位
置

す
る
人
口
約
３
、８
２
０
万
人

（
２
０
１
０
年
）、
面
積
32
・
３
万

平
方
㌔
の
国
家
。

　

国
民
の
互
い
の
文
化
に
対
す

る
高
い
関
心
を
背
景
と
し
て
、

我
が
国
と
の
文
化
交
流
は
活
発
。

　

日
本
刀
約
２
、０
０
０
口ふ
り

、
鍔つ
ば

３
、０
０
０
点
、
鎧
60
領
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
補
修
、
保
全
な
ど
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
美
術
を
常
設
す
る
ト
ル

ン
地
域
博
物
館
は
、
所
有
し
て

い
る
備
前
刀
を
中
心
と
し
た
常

設
展
示
に
力
を
入
れ
る
と
と
も

に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
で
の

日
本
刀
に
関
す
る
先
進
的
な
役

割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

母校の閉校を知った卒業生から記念の篠笛を贈ら
れた玉津小学校児童

消
の
た
め
の
交
流
事
業
を
進
め
、

ま
た
加

※

配
教
員
の
増
員
に
よ
る
複

式
授
業
の
解
消
に
よ
り
統
廃
合
に

向
け
て
の
環
境
整
備
に
努
め
て
き

ま
し
た
。

　

３
月
20
日
に
は
玉
津
小
学
校
の

閉
校
式
を
開
催
し
て
、
明
治
６
年

の
開
校
以
来
約
１
４
０
年
の
長
い

歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

刀
剣
博
物
館
の
取
り
組
み

　

平
成
25
年
度
は
、
伝
統
芸
術
の

粋
が
集
ま
っ
た
日
本
刀
の
匠
と

若
者
に
影
響
を
持
つ
漫
画
、
ア
ニ

メ
な
ど
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
共
同

で
、
新
作
の
刀
剣
を
製
作
し
、
そ

の
刀
剣
を
持
っ
た
主
人
公
が
活
躍

す
る
新
し
い
漫
画
、
小
説
、
ア
ニ

メ
な
ど
を
書
き
下
ろ
し
、
作
品
展

示
を
通
じ
て
魅
力
を
発
信
す
る
、

特
別
展
「
二
次
元
Ｖ
Ｓ
日
本
刀　

現
代
十
番
勝
負
」
を
７
月
13
日
か

ら
９
月
16
日
に
か
け
て
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
刀
を
通
し
た
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
交
流
し
た
い
旨

の
申
し
出
が
あ
っ
た
ポ

※

ー
ラ
ン
ド

共
和
国
の
ト
ル
ン
地
域
博
物
館
と

の
交
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

美術館（４階）からの眺望

邑久光明園がある長島

企
業
団
地
の
整
備

　

企
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
、

邑
久
町
本
庄
福
谷
地
内
で
は
、
約

１・
３
㌶
の
土
地
に
畜
産
業
の
誘

致
が
決
ま
り
、
現
在
、
企
業
地
へ

企
業
に
お
い
て
工
場
の
建
設
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で

は
、
企
業
地
ま
で
の
進
入
路
の
整

備
お
よ
び
造
成
地
の
排
水
の
た
め

の
調
整
池
の
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

長
船
町
土
師
宮
下
地
内
の
約
４

㌶
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
県
の
開

発
許
可
が
下
り
、
用
地
買
収
も
完

了
し
て
い
ま
す
。
こ
の
宮
下
企
業

団
地
に
つ
い
て
は
、
工
場
の
操
業

を
平
成
26
年
の
春
に
は
開
始
し
た

備前長船刀剣博物館を視察するポーランド共
和国駐日大使（写真中央）

い
と
の
企
業
側
の
意
向
を
受
け
、

現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
造
成
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

邑
久
町
豆
田
地
区
の
企
業
団
地

に
つ
い
て
も
、
約
５
㌶
の
造
成
工

事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
権
者

の
了
解
を
得
て
、
平
成
25
年
度
に

は
用
地
買
収
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

火
災
救
急
の
状
況

　

平
成
24
年
中
の
火
災
は
建
物

火
災
10
件
、
車
両
火
災
３
件
、
林

野
火
災
１
件
、
そ
の
他
の
火
災
３

件
の
計
17
件
発
生
し
、
前
年
と
比

較
し
５
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
種
別
ご
と
の
増
減
は
、
建

物
火
災
は
５
件
か
ら
10
件
に
倍

増
、
車
両
火
災
も
０
件
か
ら
３
件

に
増
加
し
て
い
ま
す
。
林
野
火
災

は
４
件
か
ら
１
件
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
12
月
に
前
島
で

発
生
し
た
山
火
事
は
、
近
年
に
な

い
約
15
㌶
を
焼
損
す
る
大
規
模
な

も
の
と
な
り
、
岡
山
市
消
防
局
と

徳
島
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
応

援
を
受
け
鎮
火
に
至
り
ま
し
た
。

　

救
急
の
状
況
は
、
平
成
24
年

中
に
１
、６
０
１
件
出
動
し
、
１
、

新
病
院
の
建
設

　

新
病
院
に
つ
い
て
は
、
11
月
に

ごみ減量のための啓発活動

24

45



　

固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
と
い
っ
た
固
定
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
出
さ
れ

る
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

４
月
中
旬
に
送
付
す
る
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
土
地
・

家
屋
の
課
税
明
細
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
。

　

課
税
明
細
書
が
届
い

た
ら
、
適
正
な
課
税
が

な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書

を
受
け
取
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
60
日

以
内
で
あ
れ
ば
、
土
地
・

家
屋
の
価
格
に
対
す
る

不
服
（
審
査
）
申
出
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
所
在

す
る
土
地
・
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
本

人
に
限
り
、
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
を
比
較
し
、
自
ら
の
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
・
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
帳
簿
に
は
、土
地
の
地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど
や
家
屋
の
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時

　

４
月
１
日
（
月
）
〜
４
月
30
日

　
（
火
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

を
除
く
）

 

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

 

土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
へ

Ｑ．地価の下落によって土地の評価額が下がっ
ているのに、税額が上がるのはなぜですか。
Ａ．負担水準の適正化を図ったためです。
　負担水準が低いことによって起こっていま
す。負担水準とは、土地の評価額に対して、税
負担となる課税標準額の占める割合です。地
域や土地によって負担水準のばらつきがあるた
め、このばらつきの幅を狭める仕組みを国が
一律に定めています。具体的には、負担水準が
高い土地は税負担を引き下げたり据え置いたり
し、負担水準が低い土地は税を引き上げていま
す。
　ただし、住宅用地の固定資産税の軽減措置は、
平成 24 ～ 25 年度で負担水準の基準を８割か
ら９割に引き上げ、平成 26 年度には廃止され
ることとなっています。
Ｑ．新築住宅を建てて、４年目になりますが、
固定資産税額が急に上がりました。どうしてで
すか。
Ａ．軽減適用期間の終了によるものです。
　新築の住宅に対して、一定の要件に該当する
ときは、新たに固定資産税が課税されることに
なった年度から３年間に限り、120 平方㍍まで
の面積の税額が２分の１に軽減されます。税額
が高くなったのは、軽減適用期間が終了したこ
とにより、本来の税額になったためです。
　例えば、平成 21 年９月に新築の住宅を建て
た場合、減額適用期間中の平成 22、23、24 年
度分については税額が２分の１に軽減されます
が、平成 25 年分からは本来の税額になります。

固定資産税Q＆ A

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
場
所　

税
務
課

※
閲
覧
（
自
分
の
資
産
の
み
を
見

　

る
こ
と
）
は
、
各
支
所
・
出
張

　

所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　

健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
縦
覧
す
る

　

場
合
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　
　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

 

据
え
置
き
で
す

 

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率　

　　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

平
成
25
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
の
保
険
料
率
は
、
10
・

０
６
％
の
ま
ま
で
据
え
置
き
で

す
。
ま
た
、
介
護
保
険
料
率
に
つ

い
て
も
１・
５
５
％
で
据
え
置
き

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

☎
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
０

　

HP http://www.kyoukaikenpo.or.jp

固定資産税（土地・家屋）課税明細書（見本）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

行政からのお知らせ

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ 5月 6月 7月 開放時間

牛窓東 0869-34-2104 21日（火）、28日（火）11日（火）、18日（火）、25日（火） 2日（火）、16日（火）午前９時 30 分～ 11 時

牛窓西 0869-34-3687 13日（月）、27日（月）3日（月）、10日（月）、17日（月）   8 日（月） 午前９時 30 分～ 11 時

牛窓北 0869-34-3742   9 日（木） 13 日（木） 11 日（木） 午前９時 30 分～ 11 時
邑久 0869-22-0027 14 日（火） 11 日（火） 09 日（火） 午前９～ 11 時
今城 086-943-8715 14 日（火） 11 日（火） 09 日（火） 午前９～ 11 時
美和 0869-26-3445 14 日（火） 11 日（火） 09 日（火） 午前９～ 11 時
国府 0869-26-3446 14 日（火） 11 日（火） 09 日（火） 午前９～ 11 時
行幸 0869-26-3447 14 日（火） 11 日（火） 09 日（火） 午前９～ 11 時

　

市
で
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な

費
用
の
援
助
や
大
学
な
ど
の
学
資

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
就
学
援
助
制
度
】

　

経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
義
務

教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
経

費
（
学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学

旅
行
費
な
ど
）
を
負
担
す
る
こ
と

が
困
難
な
保
護
者
に
、
必
要
な
援

助
を
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
金
）

※ 

こ
れ
以
降
も
、
平
成
26
年
１
月

末
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

　平成 25 年度の国民年金第 1 号被保険者の月々
の保険料は、平成 24 年度の保険料から 60 円増の
15,040円となっています。なお、保険料は前払い（前
納）や口座振替を行うと安くなります。

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分

現金
支払

月々 15,040 円 90,240 円 180,480 円

前納
89,510 円  
（730 円）

177,280 円  
（3,200 円）

口座
振替

毎月当月末
振替

14,990 円
（50 円）

89,940 円
（300 円）

179,880 円  
（600 円）

前納
89,210 円
（1,030 円）

176,700 円  
（3,780 円）

※かっこ内は、現金支払額を基準とする割引額です。

■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９-２２- １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６-２７０- ７９２８

が
、
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に

な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

③
委
任
状
（
所
得
・
課
税
証
明
書

　

発
行
用
）
ま
た
は
所
得
・
課
税

　

証
明
書
（
平
成
25
年
１
月
１
日

　

現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に

　

な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　

要
で
す
。

※
①
と
③
は
教
育
委
員
会
、各
小・

　

中
学
校
、
中
央
公
民
館
、
長
船

　

町
公
民
館
に
備
え
付
け
の
様
式

　

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
奨
学
金
制
度
】

　

経
済
的
な
事
情
に
よ
り
、
修
学

が
困
難
な
学
生
を
対
象
に
、
学
資

ま
た
は
育
英
上
必
要
な
資
金
を
貸

し
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
の
所
得
状
況
、
成

績
な
ど
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

高
等
学
校
、
学
校
教

　

育
法
に
基
づ
く
特
別
支
援
学
校

　

の
高
等
部
、
大
学
、
高
等
専
門

　

学
校
、
専
修
学
校
の
就
学
者

▽
申
請
期
限　

６
月
28
日
（
金
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　

奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　
得・課
税
証
明
書（
平
成
24
年
分
）

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　

公
民
館
、
長
船
町
公
民
館
に
備

　

え
付
け
の
様
式
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
⑤
は
６
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

　

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

 

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

 

園
庭
開
放　

　　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
子
育
て

の
場
と
し
て
幼
稚
園
を
開
放
し
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自

転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。な
お
、

４
月
は
開
放
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

各
幼
稚
園

教
育
に
必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

就
学
援
助
・
奨
学
金
制
度
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太
平
洋
戦
争
後
、
押
収
さ
れ
東

京
都
北
区
赤
羽
に
あ
っ
た
兵
器

廠し
ょ
う（
倉
庫
）に
集
め
ら
れ
た
刀
剣
。

　

押
収
さ
れ
た
場
所
に
ち
な
ん
で

「
赤あ

か
ば
ね
と
う

羽
刀
」
と
呼
ば
れ
た
こ
れ
ら

は
、
美
術
品
と
し
て
５
、５
０
０

口ふ
り

ほ
ど
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
多
く
は
所
有
者
が
分
か
ら
ず
、

東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
庫
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
後
50
年
を
機
に
、

い
っ
た
ん
国
の
所
有
と
し
た
後
、

全
国
の
公
立
博
物
館
へ
無
償
譲
渡

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

  

募
集
し
ま
す

 

刀
剣
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
刀
剣
や
歴
史
が
好
き
」「
も
っ

と
詳
し
く
刀
剣
の
事
を
勉
強
し
て

み
た
い
」「
多
く
の
人
と
触
れ
合

い
た
い
」
と
い
う
人
、
来
館
者
へ

の
展
示
説
明
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

初
心
者
の
人
は
、
刀
剣
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会
を

受
講
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

活
動
期
間　

５
月
１
日
〜
平

成
26
年
３
月
31
日

▽
活
動
日
時　

月
２
回
程
度
、

　

博
物
館
開
館
時
（
午
前
９
時
か

　

ら
午
後
５
時
ま
で
の
都
合
の
良

　

い
時
間
帯
）

▽
募
集
人
数　

20
人
程
度

▽
対
象　

18
歳
以
上
で
博
物
館

　

の
事
業
に
協
力
で
き
る
人

▽
応
募
期
限

　

４
月
20
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
と
家
族
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
と
家
族
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
、
横
田
滋

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
北
朝
鮮

に
拉
致
さ
れ
る
ま
で
の
成
長
の

記
録
と
家
族
の
姿
を
中
心
と
す

る
写
真
76
点
と
失
踪
事
件
と
さ

れ
た
拉
致
発
覚
か
ら
現
在
に
至

る
拉
致
問
題
の
経
過
を
新
聞
記

事
で
綴
っ
た
「
記
事
で
た
ど
る

拉
致
問
題
」
の
記
事
パ
ネ
ル
20

点
を
展
示
し
ま
す
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

で
は
、
譲
渡
を
受
け
た
１
０
７
口

の
内
、
備
前
物
23
口
を
含
む
39
口

を
公
開
し
ま
す
。

▽
期
間　

４
月
21
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、毎
週
月
曜
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　

円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　

円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
期
間

　

４
月
４
日
（
木
）
〜
７
日
（
日
）

▽
場
所

　

美
術
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
観
覧
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

 

協
働
に
よ
る
地
域
支
援
事
業

　

県
で
は
、
自
治
会
（
町
内
会
）

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
、
行
政
な
ど
の

多
様
な
主
体
が
互
い
に
支
え
合
う

仕
組
み
を
構
築
し
、
協
働
し
て
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
事
業

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

　

〜
５
月
８
日
（
水
）

▽
事
業
概
要

　

・
補
助
率　

10
分
の
10
以
内

　

・
補
助
基
準
額　

１
事
業
あ
た
り

　

２
０
０
万
円
が
上
限

　

・
補
助
対
象
経
費　

人
件
費
、
諸

太
刀　

銘　

吉
房
（
鎌
倉
時
代
中
期
）

 
赤
羽
に
集
め
ら
れ
た
刀
剣
展

  

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

行政からのお知らせ

　

謝
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
印

　

刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、
使

　

用
料
お
よ
び
会
場
借
料
、
委
託

　

費
な
ど

▽
事
業
選
定
方
法

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
な

ど
を
実
施
し
、
審
査
結
果
に
基
づ

き
選
定

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
県
民
生
活
交
通
課

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
２
８
７

　

HP http://www.pref.okayama.jp/

　

page/308282.html

 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

 

議
会
報
告
会　

　　

瀬
戸
内
市
議
会
議
員
に
よ
る
議

会
報
告
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
４
月
13
日
（
土
）
午
後
７
〜
９
時

　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　

・
４
月
20
日
（
土
）
午
後
７
〜
９
時

　

牛
窓
町
公
民
館

　

・
４
月
27
日
（
土
）
午
後
７
〜
９
時

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
９
７
９

社会体育施設・学校の利用料金をお知らせします
　社会体育施設や学校の利用料金は下表のとおりです。
　なお４月１日から、一部の社会体育施設の利用料金などを
変更しています。（表中の※印部分）
　また４月１日から旧瀬戸内市立玉津小学校体育館は、社会
体育施設「瀬戸内市玉津体育館」となります。
　■問い合わせ先
　　社会教育課
　　☎０８６９-３４- ５６０５

施設名 単位
利用料金

市内在住者・市内在勤（学）者 市外高校生以下 一般

社
会
体
育
施
設

邑久スポーツ公園・
邑久 B&G海洋センター

芝グラウンド 1/2 面 250 500 1,000
全面 500 1,000 2,000

テニスコート
（オムニコート）

1面 200 400 800
照明 400

野球場
全面 500 1,000 2,000

照明 半灯 2,000
全灯 4,000

体育館

アリーナ 1/2 面 200 400 800
全面 400 800 1,600

サブアリーナ 1/2 面※ 100 200 400
全面※ 200 400 800

ミーティング
ルーム

1室 100 200 400
冷暖房 200

プール 個人１回当たり 100 200 400※

長船スポーツ公園

多目的広場 全面 200 400 800
照明 4,000

テニスコート
（クレーコート）

１面 100 200 400
照明 400

体育館 アリーナ 1/2 面 200※ 400※ 800※

全面 400※ 800※ 1,600※

トレーニングルーム 個人１回当たり 100 200
長船B&G海洋センター プール 個人１回当たり 100 200 400※

牛窓体育館 アリーナ 1/2 面 200※ 400※ 800※

全面 400※ 800※ 1,600※

玉津体育館※ アリーナ 全面 200※ 400※ 800※

学
校

校（園）舎 全面 300 600
体育館・格技場 全面 300 600
運動場 全面 300 600

単位 : 円／時間（トレーニングルーム・プールを除く）

1時間に満たない時間は、１時間とする。また利用時間は、準備および後始末を含んだ時間とする。

邑久スポーツ公園
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ま
ち
の
話
題

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

11        2013 .   4

　２月 17 日、瀬戸内市体育協会

主催の第８回瀬戸内市健康マラソ

ン大会が邑久スポーツ公園とその

周辺で開催され、市民ランナー約

850 人が参加しました。

　寒空の下、沿道の観客らは、温

かい声援で選手の力走を後押し。

懸命に駆ける選手らは健脚を競い

ながらゴールを目指しました。

　またタイム宣言レースや、衣装

を着込んで走るパフォーマンスな

ども行われました。

    寒空の下、力走する走者寒空の下、力走する走者

　１月 26 日、邑久郷土資料館（邑久町尾張）で、

２月１日からの展示・収蔵資料の移転に伴う休館

に先立ち「人形劇とふるさとマナビＤＡＹ」を開

催しました。100 人を越える親子連れらで満席に

なった会場では、人形劇を上演するアマチュア５

劇団を代表して、西浦千万太さんが「郷土資料館

ありがとう、人形劇の部屋長い間ありがとう、人

形劇を見に来てくれた皆さんありがとう、という

気持ちを込めて上演したいと思います」とあいさ

つ。その後次々と人形劇を上演しました。

　資料の解説には約 20 人が参加し、市職員の展

示品についての説明に聞き入っていました。

   郷土資料館ありがとう郷土資料館ありがとう　　　　人形劇とふるさとマナビＤＡＹ　　　　人形劇とふるさとマナビＤＡＹ

全力で走り抜ける選手ら

　２月16日、ゆめトピア長船（長船町土師）で、「ベ

ジもっとフェスタ」を開催しました。地域でとれ

た魚介類と野菜などを使った海鮮野菜鍋が振る舞

われ、また瀬戸内市発ブランドの先導作物でもあ

るレモンを使ったマフィンや素揚げした薄切り野

菜の試食もあり、参加者らは野菜のおいしさを再

発見していました。人形劇では、子どもたちに箸

の正しい使い方を分かりやすく説明。食育クイズ

ショーでは、子どもたちも参加して○×クイズを

通して、生活習慣病や野菜について理解を深めま

した。また野菜の手量り体験では、一日に必要な

野菜の量を実際に手に取って確認していました。

   野菜のおいしさを再発見野菜のおいしさを再発見 ベジもっとフェスタ

人形劇の上演（左下） ／市職員による資料の解説に聞き入る参加者（右上）

    興味のあることから活動をつなげる興味のあることから活動をつなげる コミュニティ活動推進フォーラム

　２月 27 日、ゆめトピア長船（長船町土師）で、

県と市共催のコミュニティ活動推進フォーラム

「どうしますか？　あなたの自治会！」を開催し、

講師の山崎亮氏が、地域で継続的に活動していく

こつなどについて講演を行いました。

　参加者から、関心がない人を地域の活動に巻き

込む方法について質問が寄せられると、山崎氏は

「人は自分のやりたいことでないと乗ってこない。

まずはしっかり話を聞いて、その人の興味がある

ことを軸に活動を始めてもらう。それに地域が求

めていることを加えていくと良い」などと答えま

した。講師の山崎亮氏（左上） ／ 講演を聴く約 210 人の参加者ら（右下）

福田保育園幼年消防クラブ員による演奏（左下） ／ 啓発チラシを配布（右上）

　２月 28 日、商業店舗の駐車場（邑久町尾張）で、

春季全国火災予防運動（３月１日～７日）に伴い

太鼓などの演奏を、福田保育園幼年消防クラブ員

が行いました。

　「火事に気を付けて欲しい」との願いを込めて

一生懸命演奏をする姿に、通りかかった買い物客

も思わず立ち止まり、目を細めながら手拍子をし

ていました。また、拍子木に合わせ「子どもの火

遊びやめようね」「たばこのポイ捨てやめましょ

う」などと大きな声で防火を呼び掛けました。

　店舗入り口では、市職員らが火災予防や住宅用

火災警報機設置の啓発チラシを配布しました。

  防火を呼びかけ演奏防火を呼びかけ演奏 春季全国火災予防運動春季全国火災予防運動  瀬戸内市健康マラソン大会

祝い状が贈られた服部さん（写真中央）

　２月20日に満100歳を迎えた服部正子さん（邑

久町下山田）のお祝いに、土井和子保健福祉部長

らが自宅を訪問しました。服部さんは家族に囲ま

れ、「ありがとうございます」と笑顔で祝い状を

受け取りました。

　野菜作りが趣味で、自分で食べるものは自分で

作りたいとこだわってこられた服部さんは、今で

も毎朝自家製野菜がたっぷり入った味噌汁を飲む

ことを欠かさないそうです。

　１日３回はお経や禊
みそぎ

払いを大きな声で唱えてい

るという服部さん、これからもますますお元気で

お過ごしください。

  いつまでもお元気でいつまでもお元気で　 服部さんが満 100 歳に

野菜の手量り体験（左下） ／会場入り口付近で振る舞われた海鮮野菜鍋（右上）

まちの話題（カラー版）.indd   10-11 2013/03/25   19:28:39



災害時における
飲料供給に関する協定を締結

　２月18日、市は、サント
リーフーズ株式会社と「災害
時における飲料供給に関する
協定」調印式を行い、協定を
締結しました。
　この協定は、災害時に市の
飲料供給の要請に対して、サ
ントリーフーズ株式会社がで
きる限り早く供給可能な数量
を市に供給するというものです。
　武久顕也市長が「災害時、飲料水の供給は非常に重要であり、協
定の締結が市民の大きな安全・安心につながる」と述べると、五味
康友サントリーフーズ株式会社執行役員　中国・四国支社長が「災
害時に瀬戸内市の地域・市民を守るため、しっかり協力していきた
い」と話しました。
■問い合わせ先
　地域安全推進室　☎０８６９-２２ -３９０４

～

ごみ減量速報

　

火
事
は
決
し
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

早
期
に
発
見
し
素
早
く
避

難
で
き
る
よ
う
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

【
設
置
す
る
場
所
】

　

消
防
法
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の

場
所
で
す
。

　

・
寝
室

　

・
階
段
（
２
階
に
寝
室
が

　

あ
る
場
合
）

　

ま
た
、
設
置
を
お
勧
め

す
る
の
は
次
の
場
所
で
す
。

　

・
居
室
（
居
間
）

　

・
台
所

　平成 24 年４月～平成 25 年２月にお
ける市民１人１日当たりのごみ排出量は
721㌘で、基準値 782㌘からの減量率は
7.8％でした。
　ごみ 30％減量での目標値 547㌘まで、
あと 174㌘です。
　これは、ブロッコリー
1/2 株分に相当します。
　引き続き、ごみの減量
にご協力をお願いします。

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

 

助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
！

【
市
に
よ
る
訪
問
調
査
】

　

市
で
は
、
各
家
庭
の
設
置
状
況

を
把
握
し
、
未
設
置
世
帯
へ
の
設

置
指
導
を
行
う
訪
問
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

設
置
普
及
率
の
向
上
の
た
め
、

調
査
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！
】

　

消
防
署
や
市
役
所
が
、
各
家
庭

を
訪
問
し
、
個
別
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
業

者
の
商
品
を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
、

業
者
に
販
売
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

 

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
ろ
う

 

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止

　

平
成
24
年
中
、
岡
山
県
内
で
小

学
生
が
関
係
し
た
交
通
事
故
は

３
１
０
件
発
生
し
、
５
０
４
人
が

け
が
を
し
ま
し
た
。

　

新
入
学
の
季
節
は
、
慣
れ
な
い

通
学
路
で
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事

故
の
被
害
に
遭
う
危
険
性
も
高
ま

り
ま
す
。
地
域
社
会
全
体
で
、
新

入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話

し
合
う
機
会
を
持
つ
な
ど
、
子
ど

も
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
よ

う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
身
近
な

大
人
た
ち
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
手
本
を
見
せ
ま
し
ょ
う
。

　

新
学
期
前
に
は
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
、
子
ど

も
の
目
線
で
交
通
安
全
点
検
を

行
っ
て
、
危
険
箇
所
を
把
握
し
、

　

③
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼
い

　

犬
に
装
着
す
る

　

市
と
岡
山
県
獣
医
師
会
で
は
、

４
〜
５
月
に
左
表
の
日
程
で
集
合

注
射
を
行
い
ま
す
。
集
合
注
射
で

は
、
注
射
と
登
録
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
料
金
（
１
頭
に
つ
き
）

　

・
注
射
料
金
お
よ
び
注
射
済
票
交

　

付
手
数
料　
　

　

２
、８
０
０
円

　

・
登
録
手
数
料
（
一
生
に
一
度
）

　

３
、０
０
０
円

※
注
射
会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

　

ま
す
。
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ

　

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
動
物
病
院
な
ど
で
予
防
注
射
を

　

受
け
さ
せ
た
人
は
、
交
付
さ
れ

　

る
注
射
済
証
を
持
参
し
、
生
活 

　

環
境
課
で
注
射
済
票
の
交
付
を

　

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

・
注
射
済
票
交
付
手
数
料

　
５
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

生
活
環
境
課

「
何
が
危
険
な
の
か
」「
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
安
全
な
の
か
」
を
分
か

り
や
す
く
教
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

は
、
住
宅
街
や
学
校
、
公
園
な
ど

の
周
辺
で
は
、
子
ど
も
の
急
な
飛

び
出
し
を
常
に
予
想
し
て
、
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
、
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　

☎
０
８
６-

２
３
４-

０
１
１
０

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
発
症
す
る
ヒ
ト

と
動
物
の
共
通
感
染
症
で
す
。　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
、
次
の
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

①
現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町
村

　

に
飼
い
犬
の
登
録
を
す
る

　

②
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予

　

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

飼
い
犬
の
登
録
を
済
ま
せ
て
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

調印書を手に握手を交わす五味支社長（右）
と武久市長

 

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

時間 場所

長
船
地
域　

４
月
７
日
（
日
）

8：30 ～ 8：40 福岡ふれあいプラザ
8：50 ～ 9：00 福岡集会所
9：10 ～ 9：20 旧農協行幸支所
9：30 ～ 9：40 長船公会堂
9：50 ～ 10：00 丸山加工施設
10：10 ～ 10：25 長船町公民館
10：35 ～ 10：45 旧農協磯上支所
10：55 ～ 11：05 長船東保育園
11：15 ～ 11：25 西須恵コミュニティハウス
11：35 ～ 11：45 美和小学校前
11：55 ～ 12：10 市役所長船支所

時間 場所

邑
久
地
域　

４
月
14
日
（
日
）

8：30 ～ 8：40 大土井公会堂
8：50 ～ 9：00 庄田公会堂
9：10 ～ 9：20 鍛治谷集荷場
9：30 ～ 9：40 裳掛コミュニティセンター
9：50 ～ 10：00 あけぼの会館東側
10：10 ～ 10：20 瀬溝光明園渡場跡
10：30 ～ 10：40 長島愛生園
11：00 ～ 11：10 敷井クラブ
11：20 ～ 11：30 玉津コミュニティセンター
11：45 ～ 11：55 本庄コミュニティセンター
12：05 ～ 12：15 上山田公会堂
12：35 ～ 12：45 福山公会堂（台）跡
12：55 ～ 13：05 今城コミュニティセンター
13：15 ～ 13：25 北島城南公会堂
13：35 ～ 13：45 旧農協豊原支所
13：55 ～ 14：05 大窪公会堂
14：15 ～ 14：25 旧農協福田支所
14：35 ～ 14：45 豆田南公会堂
14：55 ～ 15：05 北池公会堂
15：15 ～ 15：25 真徳農業倉庫跡
15：35 ～ 15：45 市役所

時間 場所

牛
窓
地
域　

４
月
21
日
（
日
）

8：30 ～ 8：40 旧西脇クラブ
8：50 ～ 9：00 子父雁魚市場
9：10 ～ 9：20 千手コミュニティ
9：30 ～ 9：40 旧平山クラブ
9：50 ～ 10：00 牛窓町公民館鹿忍分館
10：10 ～ 10：20 奥浦浜集会所
10：30 ～ 10：40 粟利郷出荷場
10：50 ～ 11：00 牛窓町公民館長浜分館
11：10 ～ 11：20 師楽農業倉庫
11：30 ～ 11：40 美術館駐車場
11：50 ～ 12：00 旧綾浦クラブ
12：10 ～ 12：20 牛窓町公民館牛窓分館
12：40 ～ 12：50 新御堂港 ( 前島 )

時間 場所

市
内
全
域　

５
月
12
日
（
日
）

8：30 ～ 8：40 旧農協行幸支所
8：50 ～ 9：00 福岡ふれあいプラザ
9：10 ～ 9：20 市役所長船支所
9：30 ～ 9：40 長船町公民館
9：50 ～ 10：00 旧農協磯上支所
10：10 ～ 10：20 美和診療所
10：50 ～ 11：00 牛窓町公民館牛窓分館
11：10 ～ 11：20 牛窓町公民館鹿忍分館
11：30 ～ 11：40 牛窓町公民館長浜分館
11：55 ～ 12：05 本庄コミュニティセンター
12：25 ～ 12：35 裳掛コミュニティセンター
13：05 ～ 13：15 旧農協豊原支所
13：25 ～ 13：35 今城コミュニティセンター
13：45 ～ 13：55 旧農協福田支所
14：05 ～ 14：15 旧農協笠加支所
14：25 ～ 14：35 市役所

火災警報器の設置場所と種類

注射済票（実物大）

鑑札（実物大）

注射済証

1213



　

今
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

が
ん
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が

が
ん
で
命
を
落
と
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
が
ん
は
死
亡
原
因

の
第
１
位
で
約
３
割
を
占
め
て
お

り
、
１
年
間
に
約
１
２
０
人
が
、

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
身
近
な
病
気
で
あ
り
、

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合

は
、医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
を
受
け
よ
う

　

が
ん
検
診
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
場
合
に
、
が
ん
な
ど
の
病
気
の

疑
い
を
発
見
す
る
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。

　

が
ん
は
、
早
期
に
見
つ
け
て
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
、
完
全
に
治

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
体
へ
の
負
担
や
経
済
的
な
負

担
も
、
軽
く
て
済
み
ま
す
。
つ
ま

り
、
が
ん
検
診
は
、「
が
ん
で
命

を
落
と
さ
な
い
特
効
薬
」
と
い
え

ま
す
。

　

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、

ま
た
大
切
な
人
と
の
生
活
を
守
る

た
め
に
、
年
に
一
度
は
、
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ

　

が
ん
検
診
の
結
果
は
、
約
１
カ

月
後
に
自
宅
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
検
査
が
必
要
と
い
う
結

果
が
出
た
場
合
に
は
、
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診

　

市
で
は
、
職
場
で
が
ん
検
診
を

受
け
る
機
会
の
な
い
人
な
ど
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
各
種
が
ん
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
：
40
歳
以
上
の
男
女
】

　

・
胃
が
ん
検
診

　

・
大
腸
が
ん
検
診

　

・
結
核
・
肺
が
ん
検
診

【
対
象
者
：
20
歳
以
上
の
女
性
】

　

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

・
乳
が
ん
検
診

　妹尾晴美さん（瀬戸内べじたぶる）です

がんで命を落とさないために

がん検診を受けましょう

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

種
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
被
保
険
者
の
人
へ

　

ま
た
市
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
を
対
象
に
「
国
保
総
合

健
診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
「
国
保
総
合
健
診
」
で

は
、
特
定
健
診
と
各
種
が
ん
検
診

を
ま
と
め
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
国
保
総
合
健
診
」
を
受
け
る

た
め
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

先
着
順
に
受
付
を
行
い
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。　

　

な
お
、「
国
保
総
合
健
診
」
を

申
し
込
む
人
は
、
特
定
健
診
と
各

種
が
ん
検
診
を
受
診
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
を
確
認

　

市
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
や

「
が
ん
総
合
検
診
」「
国
保
総
合
健

診
」に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

本
紙
に
折
り
込
み
の
「
健
康
づ
く

り
ガ
イ
ド
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

【
対
象
者
：
40
歳
以
上
の
男
性
】

　

・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
市
の
特
定

　

健
診
と
同
時
）

平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
人
は

　

市
で
は
、
平
日
に
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
人
や
一
度

に
ま
と
め
て
受
け
た
い
人
を
対
象

に
、日
曜
日
に
「
が
ん
総
合
検
診
」

ピザは洋風の食材が定番です
が、春が旬のタケノコと菜の
花の和風食材でも意外とおい
しく食べられます。
今回はマヨネーズを使用しま
したが、ピザソースでもおい
しくできます。

　鳥崎順子さん（岡山県栄養士会瀬戸内ブロック）です

今が旬のタケノコは孟宗竹で、成長するにつれ、
繊維質が増加し、えぐみが強くなります。また、
収穫してからも時間とともにえぐみが強くなり
香りが抜けてかたくなるので、早めにあく抜き
をしましょう。皮にはタケノコを柔らかくする
成分が含まれているので、皮ごとゆでるのがポ
イント。米ぬかを入れるのは、タケノコのえぐ
みの成分を取るためで、米ぬかがない時は米の
とぎ汁で代用します。あく抜き後、水に浸して
密封容器に入れ、冷蔵庫で保存します。時々水
を入れ替えれば、10 日間ほど保存できます。

◆材料（１枚分）
●ピザ生地（冷凍）（１枚）
●菜の花（50g）
●しょうゆ（小さじ 1/2）
●マヨネーズ（適宜）

●タケノコ（水煮）（50g）
●砂糖（小さじ 2/3）
●とろけるチーズ（適宜）

◆作り方
①タケノコは短冊に切る。
②菜の花は塩ゆでし、３㎝長さに切る。
③鍋に①と砂糖、しょうゆを入れて火にかけ、
　味をからませる。
④ピザ生地にマヨネーズをぬる。上に②③を並
　べ、とろけるチーズをのせる。
⑤ 200℃のオーブンで 10 分ほど焼く。
⑥焼きあがったら取り出し、好みでしょうゆ（分
　量外）をたらす。
【タケノコのあくの抜き方】
　外側の皮を２～３枚取り、皮のまま水洗いして
汚れを落とす。頭の部分を斜めに切り落とし、皮
の部分に縦に１本切れ目を入れる。鍋にタケノコ
がかぶるぐらいの水と米ぬか一握り、唐辛子２本
程度を入れ、タケノコが浮かないように落とし蓋
をして１時間ほどゆでる。串を刺してゆで具合を
確かめ、火を止めてそのまま自然に冷ます。

体に気になる症状がありますか

いいえ

がん検診などの流れ（対象：40歳以上の男性、20歳以上の女性）

【がん予防に効果がある主な生活習慣】
・たばこを吸わない
・飲酒をする場合は節度を保つ
・バランスのとれた食生活を心がける
・塩分を控える
・野菜を多く摂る
・毎日、適度の運動をする
・適切な体重を維持する

　医療技術、治療方法の進歩によって、がん患者の半分近くが治り、
不治の病でなくなりつつあります。また、生活習慣を見直すことで、
がんを予防できることがわかっています。
　たばこは、肺がんのほか喉のがん、胃がん、肝臓がん、すい臓
がんなどの原因となることがわかっており、たばこを吸うことで、
確実にがんになるリスクが高まります。さらにたばこは、本人だ
けでなく周囲にいる家族や友人、同僚などにも害を及ぼします。
吸っている人は、禁煙に努めましょう。また周囲に人がいる場合
には、絶対に吸わないようにしましょう。

生活習慣を見直そう

職場でがん検診が
行われますか

検診ではなく、医療機
関を受診しましょう

20 ～ 39 歳の女性です
か

職場でがん検診を
受けましょう

平日に都合がつきま
すか

国民健康保険被保険
者ですか

市や医療機関のがん
検診を受けましょう

特定健診を受けまし
たか

市の「がん総合検診」
を受けましょう

市の「国保総合健診」
を受けましょう

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

いいえ はい

いいえはい

を
実
施
し
ま
す
。

　
「
が
ん
総
合
検
診
」
を
受
け
る

た
め
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

先
着
順
に
受
付
を
行
い
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
が
実
施
す
る
が
ん
検

診
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
に
１
回
し

か
受
診
で
き
ま
せ
ん
。「
が
ん
総

合
検
診
」
を
申
し
込
む
人
は
、
各

市や医療機関の子宮頸がん・
乳がん検診を受けましょう
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竹田喜之助

代表作「雪ん子」　撮影：島隆諦

　

会
員

▽
受
講
料　

無
料

※
材
料
費
な
ど
が
か
か
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

 

お
も
ち
ゃ
作
り

　

４
月
の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

巻
の
九
十
九

　

竹
田
喜き

の
す
け

之
助
（
本
名
・
岡
本
隆た

か

郎お

）
は
、
瀬
戸
内
市
が
生
ん
だ
世

界
的
な
糸
あ
や
つ
り
人
形
師
で

す
。
現
在
も
喜
之
助
の
功
績
を
讃

え
て
、
市
内
で
は
毎
年
「
喜
之
助

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

喜
之
助
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

喜
之
助
こ
と
岡
本
隆
郎
は
、
大

正
12
（
１
９
２
３
）
年
に
邑
久
村

尾
張
（
現
在
の
邑
久
町
尾
張
）
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
邑
久
尋
常
小
学

校
（
現
・
邑
久
小
学
校
）
か
ら
岡

山
県
立
第
一
中
学
校
（
現
・
岡
山

朝
日
高
等
学
校
）、
第
六
高
等
学

校
（
現・岡
山
大
学
）
へ
と
進
み
、

昭
和
18
（
１
９
４
３
）
年
に
東
京

帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
工

学
部
航
空
工
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

敗
戦
後
、
進
路
を
探
し
求
め
て

い
た
と
こ
ろ
に
結ゆ

う
き
ざ

城
座
の
人
形
劇

と
出
会
い
、昭
和
25
（
１
９
５
０
）

年
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
入
座
し

ま
し
た
。
当
時
の
芸
名
は
糸し

き
ぞ
う

城
三

と
い
い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
（
１
９
５
５
）
年
、
竹

田
人
形
座
が
旗
揚
げ
さ
れ
る
と
、

竹
田
喜
之
助
と
改
名
し
、
以
後
、

次
々
と
独
創
的
な
作
品
を
生
み
続

け
ま
し
た
。
海
外
公
演
な
ど
も
多

数
行
い
ま
し
た
。

　

代
表
作
と
さ
れ
る
の
は
「
雪

ん
子
」
で
す
。
原
案
を
吉
永
淳

一
、
脚
本
・
演
出
を
杉
野
橘
太

郎
が
手
掛
け
た
作
品
で
、
昭
和
32

（
１
９
５
７
）
年
、
文
部
省
の
芸

術
祭
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
寄
席
芸
か
子
ど
も
向

け
と
見
ら
れ
て
い
た
人
形
劇
と
い

う
分
野
を
、
芸
術
と
し
て
認
め
さ

せ
た
作
品
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

雪
ん
子
は
雪
の
精
で
、
人
形
の

モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
は
喜
之
助
の

娘
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
に
も

「
鶴
の
笛
」（
原
作
：
林
芙
美
子
、

脚
本
：
吉
永
淳
一
）
で
芸
術
祭
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、昭
和
54
（
１
９
７
９
）

年
、
残
念
な
が
ら
交
通
事
故
に
よ

る
け
が
が
も
と
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
享
年
56
歳
で
し
た
。

　

生
前
の
業
績
が
認
め
ら
れ
、
喜

之
助
は
平
成
２
年
に
日
本
ウ
ニ
マ

BooKs

み
ま
す
。

　

旬
の
野
菜
の
皮
や
ひ
げ
根
も
ま

る
ご
と
食
べ
ら
れ
る
「
重
ね
煮
」

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月
11
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

※
７
月
11
日
（
木
）、
９
月
12
日

　
（
木
）、
12
月
12
日
（
木
）
の
計

　

４
回
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

　
（
９
月
、12
月
は
長
船
町
公
民
館
）

▽
講
師　

小
山
津
希
枝
さ
ん

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
年
間
登

　
録
料
）
と
材
料
費
４
、０
０
０
円

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

　

布
巾

▽
定
員　

22
人

※
４
月
２
日（
火
）か
ら
受
付
開
始
。

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

※
平
成
24
年
度
に
受
講
し
て
い
な

　
い
人
を
優
先
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

神
谷
美
恵
子
は
、
か
つ
て
長
島
愛
生
園
で
精
神
科
の
医

師
と
し
て
入
所
者
を
診
療
し
た
人
物
で
す
。
ハ
ン
セ
ン

病
や
精
神
病
の
患
者
た
ち
と
接
す
る
中
で
「
生
き
が
い
」

に
つ
い
て
考
え
続
け
た
、
美
恵
子
の
生
涯
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

神
谷
美
恵
子　

ハ
ン
セ
ン
病
と
歩
ん
だ
命
の

道
程

大
谷
美
和
子 

…
著　

く
も
ん
出
版

山中伸弥先生に、人生とｉＰＳ細胞に
ついて聞いてみた
山中伸弥…著　緑慎也…著（聞き手）　講談社

 

人
形
を
操
っ
て
み
ま
せ
ん
か

 

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
養
成
講
座

　

市
内
の
８
つ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
人

形
劇
団
の
代
表
者
が
会
員
の
瀬
戸

内
市
ア
マ
チ
ュ
ア
糸
あ
や
つ
り
人

形
劇
団
協
議
会
は
、
郷
土
が
生

ん
だ
世
界
的
糸
あ
や
つ
り
人
形
師

竹
田
喜
之
助
の
偉
業
を
後
世
に
伝

え
、
人
形
劇
を
通
じ
て
地
域
文
化

の
発
展
と
交
流
を
行
う
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
糸
あ
や
つ
り
人

形
の
作
り
方
や
操
り
方
、
ま
た
そ

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
講
座
を
開
講

し
ま
す
。
講
座
を
受
講
し
、
８
月

に
開
催
さ
れ
る
「
喜
之
助
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
」
に
出
演
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
活
動
日　

月
２
回
程
度

▽
活
動
場
所　
中
央
公
民
館（
邑
久
）

▽
講
師　

瀬
戸
内
市
ア
マ
チ
ュ
ア

　

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
協
議
会

は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
材
料
に
く
る

く
る
回
る
風
車
を
作
り
ま
す
。

　

同
時
に
お
も
ち
ゃ
の
病
院
も
開

催
し
ま
す
。

　

▽
日
時　

４
月
27
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
講
師　

せ
と
う
ち
お
も
ち
ゃ
の

　

病
院
の
皆
さ
ん

▽
参
加
費　

１
０
０
円（
材
料
費
）

▽
定
員　

20
人

※
４
月
２
日（
火
）か
ら
受
付
開
始
。

　
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

 

野
菜
を
食
べ
て
免
疫
力
ア
ッ
プ

 

四
季
の
重
ね
煮
講
座

　
「
重
ね
煮
」
は
野
菜
の
持
つ
力

を
最
大
限
に
引
き
出
す
調
理
法
で

す
。
砂
糖
や
化
学
調
味
料
を
な
る

べ
く
使
わ
ず
、
素
材
の
味
を
楽
し

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ

山中伸弥氏はノーベル生理学・医学賞を受賞した医学者
ですが、受賞までの道のりは決して順調ではありません
でした。挫折・苦境をどのように乗り越えたのか。「自分
も頑張ろう」という気持ちにさせてくれる一冊です。ｉ
ＰＳ細胞についても分かりやすく解説。

名
誉
会
員
と
な
り
、
平
成
３
年
に

邑
久
町
名
誉
町
民
、
平
成
４
年
に

は
世
界
ウ
ニ
マ
（
国
際
人
形
劇
連

盟
）の
名
誉
会
員
と
な
り
ま
し
た
。

喜
之
助
人
形
の
魅
力

　

喜
之
助
が
生
涯
に
制
作
し
た
人

形
は
、
二
千
体
と
も
三
千
体
と
も

い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
魅
力
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
、
喜

之
助
が
東
京
で
人
形
展
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
識
者
は
こ
ぞ
っ
て
喜

之
助
の
人
形
を
激
賞
し
ま
す
。
そ

し
て
、
直
木
賞
作
家
の
安
藤
鶴
夫

に
よ
っ
て
「
喜
之
助
人
形
」
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
。

　

喜
之
助
の
人
形
美
術
は
、
造
形

の
美
し
さ
と
優
れ
た
構
造
を
持
っ

た
逸
品
、
伝
統
的
な
様
式
と
現
代

的
表
現
を
併
せ
持
っ
た
創
意
あ
ふ

れ
る
も
の
、
な
ど
と

高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
日
本
の
糸
あ

や
つ
り
人
形
は
、
喜

之
助
の
出
現
に
よ
り

急
速
な
進
歩
を
遂
げ

た
、
そ
れ
は
喜
之
助

糸あやつり人形の制作

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　４月 30日（火）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/index.htm

の
学
問
が
生
か
さ
れ
た
か
ら
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
な
才
能
と
謙
虚
な
人
柄

　

喜
之
助
は
、
人
形
制
作
だ
け
で

な
く
、
脚
本
家
、
演
出
家
、
人

形
遣
い
と
し
て
も
優
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
際
的
な
活
動
を

切
り
拓
く
上
で
は
、
喜
之
助
の
語

学
力
が
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
人
柄
は
謙
虚
で
穏

や
か
、
人
に
誇
っ
た
り
自
分
を
売

り
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
嫌
い
な

人
物
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
人
に
尊
敬
さ
れ
、
慕
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
な
お
喜
之
助
を
顕
彰
し
よ
う

と
す
る
人
が
多
い
の
も
、
才
能
だ

け
で
な
く
、
そ
の
人
柄
に
魅
力
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
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くらしの情報

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

 

日
本
各
地
の
作
り
手
が
参
加

 

牛
窓
ク
ラ
フ
ト
散
歩

　

日
本
各
地
か
ら
ク
ラ
フ
ト
作
家

34
人
を
招
き
、作
品
展
示
、木
工・

銅
版
画
・
フ
ェ
ル
ト
・
木
型
・
陶

芸
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験
型

講
座
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

散
歩
が
て
ら
会
場
を
巡
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

窓
オ
リ
ー
ブ
園
、前
島
、小
豆
島
、

晴
れ
て
い
れ
ば
四
国
の
山
々
ま
で

眺
望
で
き
ま
す
。
ま
た
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
も
見
ご
ろ
で
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

４
月
14
日
（
日
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
（
午
前
８
時
50
分
集
合
）

※ 

雨
天
の
場
合
は
４
月
21
日
（
日
）

に
延
期
し
ま
す
。
紛
ら
わ
し
い
場

合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
集
合
場
所　

須
恵
古
代
館

※
駐
車
場
あ
り

▽
参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
）

▽
持
ち
物　
弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具

■
問
い
合
わ
せ
先

　

美
和
歩
く
会　

妹
尾
さ
ん

　

☎
０
９
０-

７
２
４
３-

６
７
５
２

 

デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
し
た

 

旧
町
の
町
勢
要
覧
や
写
真

　

市
で
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
（
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事
業
）
を

活
用
し
た
「
未
来
に
残
し
た
い
地

域
の
写
真
事
業
」
で
、
牛
窓
町
・

邑
久
町
・
長
船
町
の
町
勢
要
覧
な

ど
の
書
誌
や
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化

し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
書
誌
と
写
真

の
一
部
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　

 photo/digital.html

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

第
１
回
胃
ろ
う
と
栄
養
研
究
会

　

加
齢
や
病
気
で
飲
み
込
み
に
く

く
な
っ
た
時
、
食
事
や
食
事
の
摂

り
方
に
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
ム
セ
始
め
た
ら
考
え
る
今
後

の
人
生
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
ど
の
よ

▽
日
時

　

４
月
13
日
（
土
）、
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　
牛
窓
し
お
ま
ち
唐
琴
通
り

　
（
牛
窓
町
牛
窓
関
町
、
西
町
、　

　

本
町
周
辺
）、牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
、

　

寒
風
陶
芸
会
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
ク
ラ
フ
ト
散
歩
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
０-

５
７
５
１-

０
６
４
６

　

HPhttp://ushimado-craft.sunnyday.jp/

 

参
加
者
募
集

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

美
和
歩
く
会
で
は
、
ヘ
ル
ス

ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、須
恵
古
代
館（
長

船
町
西
須
恵
）
か
ら
美
和
神
社
を

経
て
高
山
城
址
ま
で
、
往
復
約
７

㌔
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

尾
根
伝
い
の
コ
ー
ス
で
は
、
牛

う
に
工
夫
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

４
月
13
日
（
土
）

　

午
後
２
〜
４
時

▽
場
所

　

赤
磐
市
中
央
公
民
館

　
（
赤
磐
市
下
市
３
３
７
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

２
５
０
人

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

▽
申
込
期
限　

４
月
５
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

赤
磐
医
師
会
病
院

　

地
域
医
療
連
携
室

　

☎
０
８
６-

９
５
５-

６
６
８
８

 

募
集
し
ま
す

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
知

識
や
技
術
を
生
か
し
て
、
人
づ
く

り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

募
集
職
種
や
派
遣
期
間
な
ど
に

つ
い
て
は
、資
料
を
請
求
す
る
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

美和神社から高山城址までは尾根伝い

牛窓クラフト散歩ホームページ

そ
の
後
も
被
害
に
よ
る
精
神
的
な

苦
痛
や
身
体
の
不
調
、
周
囲
の
人

に
よ
る
う
わ
さ
や
中
傷
な
ど
の
二

次
的
な
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お

か
や
ま
で
は
、「
誰
か
と
話
し
た

い
、誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

と
い
っ
た
被
害
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
支
援
を
行
う
被
害
者
支
援
員

の
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
「
中
級
講
座
」
修
了
者
は
、
面

接
と
審
査
の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の

支
援
補
助
員
と
し
て
活
動
で
き
ま

す
。
応
募
方
法
な
ど
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
場
所

　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
２-

13-

１
）

▽
受
講
料　

　

・
基
礎
講
座
全
６
回

　

１
２
、０
０
０
円

　

・
中
級
講
座
全
６
回

　

６
、０
０
０
円

▽
応
募
期
限　

４
月
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
（
社
）
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
お
か
や
ま

　

☎
０
８
６-

２
２
３-

５
５
６
４

　

HPhttp://vsco.info/

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

　

〜
５
月
13
日（
月
）（
消
印
有
効
）

▽
対
象

　

日
本
国
籍
を
持
つ
次
の
人

　
（
平
成
25
年
５
月
13
日
時
点
）

　

・
青
年
海
外
協
力
隊　
20
〜
39
歳

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

40
〜
69
歳

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　

を
郵
送
で
提
出

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

〒
７
３
９-

０
０
４
６

　

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

　

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
０
５

　

HPhttp://w
w
w
.jica.go.jp/

 

受
講
し
ま
せ
ん
か

 

被
害
者
支
援
員
養
成
講
座

　

犯
罪
被
害
者
は
、
犯
罪
に
よ
る

直
接
的
な
被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、

▽
職
務
内
容　

一
般
職

▽
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

▽
採
用
年
月
日

【
新
卒
者
】　

平
成
26
年
４
月
１
日

【
既
卒
者
】　
平
成
25
年
度
内
に
採
用

　
（
採
用
月
に
つ
い
て
は
相
談
の

　

上
決
定
）

▽
受
験
資
格　
　

　

・
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
で
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
４
年

　
制
大
学
を
卒
業
（
見
込
み
）
の
人

　

・
採
用
日
ま
で
に
普
通
自
動
車
運

　

転
免
許
を
取
得
で
き
る
人

　

・
事
業
推
進
（
営
業
）
の
経
験
ま

　

た
は
意
欲
の
あ
る
人

　

・
農
業
に
関
心
の
あ
る
人

　

・
既
卒
者
は
、
平
成
25
年
度
内
に

　

就
業
が
可
能
な
人

　

▽
試
験
日
・
試
験
内
容　

　

・
１
次
試
験
（
教
養
試
験
）

　

５
月
19
日
（
日
）

　

・
２
次
試
験
（
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

　

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
作
文
）

　

６
月
16
日
（
日
）

　

・
３
次
試
験
（
面
接
）
６
月
30
日
（
日
）

▽
受
付
期
間　

　

４
月
25
日
（
木
）
ま
で　

午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分（
月
〜
金
）

※
提
出
書
類
は
、
同
組
合
の
ホ
ー

 

募
集
し
ま
す

 

学
童
保
育
の
指
導
員

　

国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
で
は
、

国
府
小
学
校
（
長
船
町
福
里
）
の

学
童
保
育
所
で
、
小
学
校
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
の
保
育

指
導
業
務
を
行
う
指
導
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数　

２
名

▽
就
業
時
間　

午
後
１
〜
６
時

▽
必
要
な
資
格
・
免
許 

　

小
学
校
教
諭
、
幼
稚
園
教
諭
、

保
育
士
、
放
課
後
児
童
指
導
員
の

い
ず
れ
か

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

国
府
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

６
６
２
１

　
（
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
後
１
〜
３
時
）

 

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合

　

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合
で

は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
区
農
業
共
済
組
合

　
☎
０
８
６-

２
７
７-

５
５
１
１

　

HPhttp://www.nosai-oka.or.jp/

 

実
施
し
ま
す

 

技
能
検
定
試
験
（
平
成
25
年
度
前
期
）

　

技
能
検
定
は
、
働
く
う
え
で
身

に
つ
け
る
、
ま
た
は
必
要
と
さ
れ

る
技
能
の
習
得
レ
ベ
ル
を
評
価
す

る
国
家
検
定
制
度
で
す
。
１
２
９

の
職
種
が
あ
り
、
県
内
で
は
毎
年

４
、０
０
０
人
が
受
検
し
て
い
ま

す
。
こ
の
試
験
に
合
格
す
る
と
厚

生
労
働
大
臣
も
し
く
は
岡
山
県
知

事
の
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、「
技

能
士
」
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

岡
山
県
で
は
、「
機
械
加
工
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
、
造
園
、
金

属
熱
処
理
、
塗
装
、
建
築
大
工
、

配
管
」
な
ど
48
職
種
で
平
成
25
年

度
前
期
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▽
受
検
申
請
受
付
期
間　

　

４
月
８
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

岡
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

１
５
４
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健診名 月日 対象
乳児健診
（9カ月児） 4 月  17 日（水） 平成24年    7 月生

1 歳６カ月児健診 4 月 10 日（水） 平成23 年    9 月生

2 歳児健診 4 月 11 日（木） 平成22年  12月生

3 歳児健診 4 月 24 日（水） 平成21年  10月生

子どもの健診

人の動き《平成 25年３月 1日現在》
人口 ３９，００７人 （－６３）
男 １８，５６１人  （－３８）
女 ２０，４４６人 （－２５）
世帯 　１４，９３６世帯 （－　１）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2013　April
4

　　４月４日（木）に時間延長する窓口業務は、市民課、税務課、収納推進課の業務の一部です。取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合わせください。
　■問い合わせ先　・市民課　☎０８６９-２２ -１１１５　・税務課　☎０８６９-２２ -１１１４　・収納推進課　☎０８６９-２２ -２４６４
　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
⑪ジョブスポットせとうち出張相談会
　（求職者を対象とした相談）
　【相談員：職業相談員など】
　■問い合わせ先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４１
※①～⑪の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障害などに関する相談）
　■問い合わせ先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３

各種相談

3/31 1 2 3
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　瀬戸内市総合福祉センター
体協　骨骨健康貯筋クラス
　9：30 ～ 11：00
　邑久 B&G海洋センター

4
　窓口業務の時間延長
　17：15 ～ 19：00
　瀬戸内市役所
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

5  6
体協　剣道教室
　9：00 ～
　邑久 B&G海洋センター

7
体協　春季軟式野球大会
１日目　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園

8
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9 10
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
体協　骨骨健康貯筋クラス
　9：30 ～ 11：00
　邑久 B&G海洋センター

11
⑪ジョブスポットせと
　うち出張相談会
　10：00 ～ 12：00
　13：00 ～ 15：00
　牛窓支所

12
⑥離乳食講習会
　（対象：4～ 6カ月児）
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

13

14
体協　歩こう会
　千手コース
　9：30 瀬戸内市立美
術館駐車場集合
体協　春季軟式野球大会
２日目　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園

15 16 17  
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所
体協　骨骨健康貯筋クラス
　9：30 ～ 11：00
　邑久 B&G海洋センター

18
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

19 20
体協　春季ペタンク大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園グラウ
ンド駐車場

21
体協　春季ソフトバレー
ボール大会
　9：00 ～　牛窓中学校
体協　ミックスダブルステニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

22
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

23
⑤育児相談
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船

24
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓支所
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
体協　骨骨健康貯筋クラス
　9：30 ～ 11：00
　邑久 B&G海洋センター

25
⑩わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

26
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　（対象：7～12カ月児）
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

27

28
体協　春季ソフトボール大会
　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園

29   昭和の日 30 5/1 5/2
　窓口業務の時間延長
　17：15 ～ 19：00
　瀬戸内市役所

5/3   憲法記念日 5/4   みどりの日

なるほど !! 健康教室
　瀬戸内市民病院では、毎月１回さまざまなテーマで健康教室
を開催しています。興味のある人はぜひご参加ください。

▽日時　４月 17 日（水）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「コレステロールについて」

▽講師　白石高昌氏（内科医）

▽定員　30 人（食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）

▽申込期間　４月１日（月）～ 16 日（火）
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座

▽日時　４ 月 20 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「見直そう、口
こうくう

腔ケア！　口の中から健康に」

▽講師　水野隆一郎氏（水野歯科医院　歯科医師）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

弁護士・司法書士・税理士による合同無料相談会
　家庭のこと（相続、遺言、離婚など）、借金に関すること（過
払金請求、破産、債務整理など）、登記や農地に関すること、
墓地や墓石に関することなどについて無料で相談に応じます。
　相談時間は１人 30 分以内で、先着順に受け付けます。お待
たせする場合もありますので、あらかじめご了承ください。

▽日時　４月 13 日（土）午前 10 時～午後２時

▽場所　中央公民館（邑久）
■問い合わせ先
　奥田さん　☎０８６-２２１ - ３３２２

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は４月１日（月）
で、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　５月９日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　瀬戸内市役所

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

予防接種対象者の拡大
【ＢＣＧ予防接種】

　４月から対象者が「生後１歳に至るまでの間にある人」に拡
大されました。
　標準的な接種期間は、生後５月に達した時から生後８月に達
するまでです。結核に対する抵抗力（免疫）は、母親からもら
うことはできないので、赤ちゃんでもかかる心配があります。
まだ接種していない人は、接種することをお勧めします。
　なお、１歳を過ぎると有料になります。
【日本脳炎予防接種】
　３月までは、平成 7年 6月 1日から平成 19 年 4月 1日まで
の間に生まれた人に対して、４歳以上 20 歳未満の間に定期予
防接種を受ける機会を設けていました。
　4月からは、「平成 7年 4 月 2 日～ 5 月 31 日までの間に生
まれた人」も対象になりました。
　まだ接種をしていない人は、接種することをお勧めします。
※医療機関に問い合わせの上、接種してください。
※市外の医療機関でも、県内相互乗り入れ予防接種協力医療機
　関であれば接種できます。
※予診票は医療機関窓口にあります。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
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４月納期の市税・保険料
固定資産税【１期】（全期前納）　
国民健康保険税【１期】　介護保険料【１期】
※納付期限は４月 30 日（火）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
でまちづくり推進課へ送付してく
ださい。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　まちづくり推進課
　☎０８６９- ２２ - １０３１
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

投稿をお待ち

①１歳のお子さん
氏名、生年月日

続柄：２人まで）
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の
④イラスト・絵手
⑤瀬戸内市の風景
写真の題名、撮

時、コメントなど
★応募方法
住所・氏名・電

はがき・ＦＡＸ・
でまちづくり推進
ださい。
　匿名・ペンネー
合は、その旨もお
★留意点
原則として、投

た原稿や作品は返
　掲載の都合上、
掲載できない場合
で、あらかじめご
■問い合わせ・応
　〒７０１-４２
　瀬戸内市邑久町
瀬戸内市役所　
　☎０８６９- ２

FAX ０８６９ - ２
mail:hiroba@city.
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町
山
田
庄
）

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

▼
暖
か
い
日
も
増
え
、
季
節
の
変
り
目

を
実
感
し
ま
す
。
春
は
環
境
の
変
化
が

多
い
時
季
。
▼
広
報
せ
と
う
ち
は
次
号

か
ら
、
コ
ー
ナ
ー
を
再
編
成
し
、
よ
り

読
み
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
て
変
身

し
ま
す
（
予
定
）。
こ
の
編
集
後
記
も

不
定
期
掲
載
に
。
次
回
の
掲
載
ま
で
、

し
ば
ら
く
の
間
失
礼
し
ま
す
。　

ナ
ガ

▼
広
報
紙
の
記
事
を
書
く
際
に
は
、
必

要
に
応
じ
て
、
町
史
、
町
勢
要
覧
、
広

報
紙
な
ど
を
め
く
り
ま
す
。
た
ま
た
ま

開
い
た
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
た
情
報
が

後
で
役
に
立
つ
こ
と
も
。
▼
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
書
誌
に
は
、
過
去
の
出
来
事
や

懐
か
し
い
風
景
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
よ
し
こ

    けいじばん
けいじばん

わが家の宝１歳です！

木村政政
ま さ きま さ き

葵葵ちゃんちゃん
お住まい　邑久町大窪　邑久町大窪
ひとこと 
いつもえがおで元気いっぱいの
まさくん !! これからもお姉ち
ゃんと仲良く、楽しくしていこ
うね !!
（父 睦司睦司さん・母 輝恵さん）さん・母 輝恵さん）

木木
おお
ひひ
いい
まま
ゃゃ
うう
（（

Masaki
平成23年 12月 16日生まれ

Yamato
 平成23年 12月 21日生まれ

場場大大
や ま とや ま と

和和ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町東須恵　長船町東須恵
ひとこと　ひとこと　
我が家のアイドル大和くん。我が家のアイドル大和くん。
元気にやさしい大人になってね。元気にやさしい大人になってね。
（父 公紀さん・母 朋子さん）（父 公紀さん・母 朋子さん）

市民ギャラリー
▼

山本敏子さん

未来に残したい地域の写真
題名　赤穂線全線開通
撮影日時　昭和 37（1962）年
掲載書誌名　邑久町勢要覧（平成 14 年）
※市勢要覧（町勢要覧）に掲載された過去の情景、
　文化を記録した写真などを紹介します

せとうち村塾の市民大学講座
皆さんも一緒に学びませんか
　せとうち村塾の市民大学講座を次の日程で開催します。
　藤原一成瀬戸内市教育長を講師として、「こども達は大丈夫です！」
と題して講義を行います。
　情報交換をしながら、家庭や地域、学校での教育において何が大
事かを一緒に考えませんか。

▽日時　４月 14 日（日）
　午後１時 30 分～午後４時

▽場所　中央公民館（邑久）

▽受講料　500 円
※事前の申し込みは、不要です。
■問い合わせ先
　今吉さん
　☎０８０-３８８８ - ８５０２

　長島愛生園に入所している皆さんの作品を中心としたハンセン病

問題啓発展示会「第７回長島からの風」を開催します。

　お誘い合わせの上、ぜひご覧ください。

▽日時　４月 18 日（木）～ 23 日（火）午前９時～午後６時

▽場所　道の駅黒井山グリーン
　パークゆうゆう交流館

　（邑久町虫明 5165-196）

▽内容　絵画、写真、陶芸、短文芸、
　手芸、啓発パネルなどの展示

　■問い合わせ先
　長島愛生園入所者自治会
　☎０８６９-２５ - １０３３

ハンセン病問題啓発展示会
ご来場ください

瀬戸内写真館

題名　ここはどこでしょう
撮影場所　前島（牛窓町牛窓）
撮影日時　平成 25 年３月
撮影者　きまぐれカメラマンさん

題
撮
撮
撮

23 　　2013.  4 広報 せとうち No.101    22


